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環境省

了一メチルー1，6一オクタジエンのヒメダカ（0■卿8s／8！∫ρθs）

に対する急性毒性試験

AO20374－4

OECD化学品テストガイドラインNo．203r魚類急性毒性試験」

（1992年）

半止水式（24時間毎に試験液の全量を交換）

水面をテフロンシートで被覆

ヒメダカ（0■四劫5ノ躍加θ5）

96時間

対照区，助剤対照区，0．600皿g／L（試験液調製可能最高濃度の

限度試験）

助剤濃度：100μL／L（ジメチルホルムアミド使用）

5、O　L／容器

1容器／試験区

10尾／試験区

24±1℃

室内光，16時間明（10001ux以下）／8時間暗

ガスクロマトグラフィー質量分析（G　C／MS）一

試　験　結　果

1）試験液中の被験物質濃度

　　試験液の分析の結果，測定値の設定値に対する割合は，暴露開始時において106％，24時間

　後において70％であった。水中からの50％揮散速度は約7時間であることから，減少の主な

　原因は，揮散と考えられた。

2）96時間暴露後の半数致死濃度｛LC50〕：　〉0．515mg／L（95％信頼区間：算出不可）
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